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◎　一般会計・特別会計 （単位：千円）

◎　企業会計 （単位：千円）

平成25年度　小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

会 計 区 分 補 正 前 の 額 補 正 額 合 計 備 考

18,385,551 1,817,652 20,203,203１ 一般会計

２

2,918,804 83,610

特別会計 2,918,804 83,610 3,002,414

① 下水道特別会計 3,002,414

会 計 区 分 補 正 前 の 額 補 正 額 合 計 備 考

1 水道事業会計 467,562 0 467,562
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議案第43号　小城市一般会計補正予算（第１号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

平成25年度　第１号補正後予算総額　　20,203,203千円　

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

市 税 3,845,045 3,845,045 19.0 議 会 費 226,333 4,361 230,694 1.1

地 方 譲 与 税 150,141 150,141 0.7 総 務 費 1,500,956 575,591 2,076,547 10.3

利 子 割 交 付 金 9,782 9,782 0.0 民 生 費 5,111,517 36,701 5,148,218 25.5

配 当 割 交 付 金 4,772 4,772 0.0 衛 生 費 2,142,212 41,722 2,183,934 10.8

株式等譲渡所得割交付金 1,262 1,262 0.0 労 働 費 10,232 10,232 0.1

地 方 消 費 税 交 付 金 275,297 275,297 1.4 農林水産業費 641,397 222,628 864,025 4.3

自動車取得税交付金 21,932 21,932 0.1 商 工 費 475,216 271,939 747,155 3.7

地 方 特 例 交 付 金 30,077 30,077 0.2 土 木 費 1,128,753 226,720 1,355,473 6.7

地 方 交 付 税 6,472,000 200,000 6,672,000 33.0 消 防 費 765,236 36,517 801,753 4.0

交通安全対策特別交付金 8,600 8,600 0.0 教 育 費 3,684,220 123,297 3,807,517 18.8

分 担 金 及 び 負 担 金 251,534 61,688 313,222 1.6 災 害 復 旧 費 84,503 278,176 362,679 1.8

使 用 料 及 び 手 数 料 182,595 182,595 0.9 公 債 費 2,584,975 2,584,975 12.8

国 庫 支 出 金 1,943,653 175,447 2,119,100 10.5 諸 支 出 金 1 1 0.0

県 支 出 金 1,073,328 71,586 1,144,914 5.7 予 備 費 30,000 30,000 0.1

財 産 収 入 57,452 57,452 0.3

寄 附 金 16,165 16,165 0.1

9.3繰 入 金 1,335,312 544,976 1,880,288

0.5繰 越 金 100,000 100,000

諸 収 入 281,604 55,255 336,859

20,203,2031,817,652 1,817,652 20,203,203合　　　　　計 18,385,551100.0

15.0

合 計 18,385,551

市 債 2,325,000 708,700 3,033,700

1.7

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,817,652千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ20,203,203千円とするものです。

　歳出の主なものは、議会放映システム構築事業、子どもの医療費助成事業、子ども子育て支援計

画策定事業、妊婦安心風しん予防接種事業、多久小城地区広域クリーンセンター建設促進事業、Ｊ

Ｒ小城駅周辺環境整備事業、小城公園高質化推進事業などです。

　歳入の主なものは、事業に伴う分担金・負担金、国・県支出金、繰入金、諸収入、市債のほか、

地方交付税や財源調整として財政調整基金繰入金などによるものです。

100.0
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議案第44号　小城市下水道特別会計補正予算（第１号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

議案第45号　小城市水道事業会計補正予算（第１号）

平成25年度　第１号補正後予算総額　3,002,414千円　

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ8,361万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ30億241万４
千円とするものです。
　補正の主な内容は、公共下水道計画区域及び農業集落排水処理区域を除く区域において、「市営
浄化槽事業」で整備を行う浄化槽の設置及び浄化槽の維持管理に係る経費を計上するものです。

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

分 担 金 及 び 負 担 金 55,697 9,000 64,697 2.2 下 水 道 費 2,227,258 83,610 2,310,868 77.0

使 用 料 及 び 手 数 料 154,426 6,366 160,792 5.4 集団整備事業費 76,558 76,558 2.5

国 庫 支 出 金 850,000 17,935 867,935 28.9 公 債 費 604,988 604,988 20.2

県 支 出 金 24,144 24,144 0.8 予 備 費 10,000 10,000 0.3

財 産 収 入 387 387 0.0

繰 入 金 880,693 26,909 907,602 30.2

繰 越 金 11,000 11,000 0.4

諸 収 入 6,557 6,557 0.2

市 債 935,900 23,400 959,300 31.9

合 計 2,918,804 83,610 3,002,414 100.0 合　　　　　計 2,918,804 83,610 3,002,414 100.0
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（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

事 項 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 事 項 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

◇水道事業収益 284,513 0 284,513 100.0 ◇資本的収入

　営業収益 278,681 278,681 98.0 　出資金

1,001 0 1,001 100.0

1,000 99.9

1 1 0.1

1,000　営業外収益 5,832 5,832 2.0 　負担金

◇水道事業費 284,513 0 284,513 100.0 ◇資本的支出 183,049 0 183,049 100.0

　営業費用 240,467 893 241,360 84.8 　建設改良費 40,714 40,714 22.2

　営業外費用 25,069 25,069 8.8
　企業債償還
  金

42,335 23.1

　予備費 18,977 △ 893 18,084 6.4
　投資有価証
  券購入費

100,000 100,000 54.6

42,335

平成25年度　第１号補正後予算規模　467,562千円　

　水道料金のコンビニエンスストア収納のための電算システム改修費用として、収益的支出の水道
事業費の営業費用を89万3千円増額し、予備費を89万3千円減額するものです。

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

差 引 0 0 0 差 引 △ 182,048 0 △ 182,048
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平成２５年度

小城市補正予算（6月）

主 な 事 業 説 明 書



平成２５年度小城市補正予算（6月）主な事業一覧 *新規事業

No 事業費：千円

議会事務局 1 * 議会放映システム構築事業 4,361

財政課 2 * 牛津庁舎解体事業 43,216

企画課 3 * コンビニ収納システム構築事業 6,846

環境課 4 * 多久小城地区広域クリーンセンター建設促進事業 2,872

健康増進課 5 * 妊婦安心風しん予防接種事業 3,971

農林水産課 6 * 県営漁港機能高度化事業 11,250

農村整備課 7 県営クリーク防災機能保全対策事業「小城地区」 37,000

8 * 農業基盤整備促進事業 90,283

商工観光課 9 * 小城市特産品等販路拡大事業 12,661

10 清水地区駐車場整備事業 577

11 * 「マジェンバ」促進事業 1,355

建設課 12 市道江利・大寺線改良事業 69,083

13 交通安全施設整備事業 21,000

14 住宅リフォーム緊急助成事業 546

15 鉱害ポンプ施設維持管理事業 273,376

都市整備推進室 16 * 市街地整備推進調査事業 6,867

17 ＪＲ小城駅周辺環境整備事業 108,421

18 小城公園高質化推進事業 137,892

下水道課 19 * 市営浄化槽事業 66,006

（下水道特別会計） 20 * 市営浄化槽施設維持管理事業 14,604

学校教育課 21 * 放課後児童クラブ建設事業 63,714

こども課 22 子どもの医療費助成事業 9,876

23 * 子ども・子育て支援事業計画策定事業 2,182

生涯学習課 24 * 牛津公民館改修計画策定事業 3,710

文化課 25 22世紀に残す佐賀県遺産支援事業 4,670

産業部

建設部

中心市街地活性化推
進室

教育委員会

所　　属 事　　　業　　　名

議会事務局

総務部

市民部

福祉部



6

4

1 1 1 10 0 5 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

4,361

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

4,361 4,361

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料 工事請負費 備品購入費

事　業　費 0 0 4,361 0 0

合　　計

100 156 1,026 2,079 1,000

一般財源 4,361 一般財源

その他 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市議会の活動内容を広く分かりやすく市民に周知するために、インターネット配信や議会ケーブルテレビ放映等の広告媒
体で広報することにより、市議会に対する市民の理解を深め、「開かれた市議会」を目指す。

【内容】
　議場に備えている映像設備に、新たにインターネット配信やケーブルテレビ放映ができる設備を追加する。また、配信や
放映のためのシステムを構築し、9月定例会から放映する。

・議会インターネット配信
・議会ケーブルテレビ放映（2社）

議会広報事業 基本事業名
情報提供・広聴活動の充
実一般

法令根拠 第2次小城市行政改革大綱

新規事業 既存事業

事務事業名 議会放映システム構築事業 政策名 総
合
計
画
体
系

共につくる新しいまち

担当部課 議会事務局 施策名
市民と行政との協働体制
の確立

予算科目
会計 款 項 目 事業

1



6

5

2 1 5 7 6 4

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

43,216

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

43,216 43,216

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費

事　業　費 0 0 43,216 0 0

合　　計

2,896 40,320

一般財源 43,216 一般財源

その他 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　　本庁舎移行に伴う、分庁舎機能の廃止と旧庁舎を解体することにより維持管理費の軽減を図る。

【内容】
　庁舎機能を廃止した牛津庁舎建物を解体し、周辺施設（牛津公民館、牛津体育センター）の利便性を高める。

　・設計監理業務委託
　・家屋補償事前調査業務委託
　・牛津庁舎解体工事

旧牛津庁舎維持管理費 基本事業名 公共施設の適正配置
一般

法令根拠 第2次小城市行政改革大綱

新規事業 既存事業

事務事業名 牛津庁舎解体事業 政策名 総
合
計
画
体
系

共につくる新しいまち

担当部課 総務部　財政課 施策名 自立した行政経営の確立

予算科目
会計 款 項 目 事業

2



6

5

2 1 9 7 9 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規事業 既存事業

事務事業名 コンビニ収納システム構築事業 政策名 総
合
計
画
体
系

共につくる新しいまち

担当部課 総務部　企画課 施策名 自立した行政経営の確立

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　共稼ぎ世帯の増加や生活スタイルの変化に伴い、昼間金融機関等に行く機会が少なくなっている一方で、24時間営業や
ATMを利用できるコンビニエンスストアが多くなっている。また、納税者から納付機会の拡大を求める要望も多くなっている。
これらのことから、コンビニエンスストアで税や使用料の納付ができるシステムを構築し、納付機会の拡大、利便性を高め
る。

【内容】
　既存の電算システムの中で関係する業務システムの一部を改修し、コンビニエンスストアで納付できる納付書発行や収納
に対応する環境を構築する。（平成26年度分から運用開始予定）

≪対象業務≫
　個人市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税（税務課）
　後期高齢者医療保険料（国保年金課）
　保育園保育料（こども課）
　市営住宅使用料（建設課）
　水道料金（水道課　※費用は、別途企業会計予算に計上）

情報電算管理費 基本事業名 財政運営の適正化
一般

法令根拠 第2次小城市行政改革大綱

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 6,846 一般財源

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 0 6,846 0 0

合　　計

6,846 6,846

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

6,846 6,846

3



2

5

4 2 4 10 0 6 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名
多久小城地区広域クリーンセンター建設促進事
業

政策名 総
合
計
画
体
系

自然と共生する快適で安
全・安心なまち

担当部課 市民部　環境課 施策名 循環型社会の形成

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成25 平成26

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　ごみ処理の広域的取り組みの円滑な推進と事務、事業の効率化を目指し、小城市と多久市が共同して広域クリーンセン
ター建設の早期実現を図るとともに、ごみ処理の減量化、再資源化への施策強化に努め、循環型社会を推進するため、多
久小城地区広域クリーンセンター建設促進協議会を設置して事業を推進する。

【内容】
　多久市市民生活課内に広域クリーンセンター建設推進係を設置し、一部事務組合設立準備や建設に向けての広域ごみ
処理基本計画を策定する。また、循環型社会形成推進交付金を活用するための地域計画を策定する。それに必要な費用
を小城市と多久市で負担割合に応じて負担する。

負担割合　均等割　  5%
　　　　　　　人口割　95% (平成22国調人口)

小城市負担　66.9% (均等割　2.5%+人口割　64.4%)

多久小城地区広域クリー
ンセンター建設促進事業

基本事業名 ごみ処理体制の充実
一般

法令根拠 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 2,872 3,345 一般財源 6,217

0 事業費計 6,217

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 2,872 3,345 0

合　　計

2,872

臨時職員人件費（９ヶ月分) 、広域ごみ処理基本計画見直し・循環型社会形成推進地域計画策定

2,872

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

2,872 2,872

4



3

1

4 1 3 6 8 8 4

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

対象者600人程度のうち、今年度360人（6割程度）の接種を想定

3,971

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

1,985 1,986 3,971

306 事業費計 6,404

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料 扶助費

事　業　費 0 0 3,971 1,518 609

合　　計

3 368 3,240 360

一般財源 1,986 759 305 153 一般財源 3,203

その他 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 1,985 759 304 153 県支出金 3,201財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
　 平成25 平成28

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　妊娠予定又は希望する人や妊婦の同居者の風しん予防接種を推進することで、妊婦の風しん感染リスクを下げ、先天性
風しん症候群の発生を予防し、安心して妊娠や出産ができるようにする。

【内容】
（対象者）
①妊娠を予定する女性
②妊婦の同居者（夫等）　で
これまで風しんに罹ったことがない又は風しんのワクチン（単独ワクチン、ＭＲ〔麻しん風しん混合〕ワクチン）の予防接種の
有無が不明な市民
（自己負担）
・市内指定医療機関で接種：無料
・市外医療機関で接種：医療機関窓口で全額負担し、市健康増進課で10,000円を上限として償還を受ける。
（実施方法）
接種希望者は、市健康増進課に申請　→　接種該当者である確認ができた場合、予診票を交付　→　医療機関で接種

【事業費の1/2県補助金】

予防接種事業 基本事業名 感染症対策の推進
一般

法令根拠 予防接種法

新規事業 既存事業

事務事業名 妊婦安心風しん予防接種事業 政策名 総
合
計
画
体
系

健康・福祉日本一を目指
すまち

担当部課 福祉部　健康増進課 施策名
保健・医療の充実と健康づ
くり

予算科目
会計 款 項 目 事業

5



5

2

6 3 2 9 9 7 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

・用地買収、補償（電柱）
・漁船保管施設用地設計、用地測量

11,250

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

5,625 5,625 11,250

0 事業費計 27,000

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 11,250 10,200 5,550

合　　計

11,250

一般財源 5,625 5,100 2,775 一般財源 13,500

その他 5,625 5,100 2,775 その他 13,500

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成25 平成27

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　事業実施主体及び漁港管理者である佐賀県が福所江漁港の漁港施設整備として新たに漁船保管施設用地の整備を行
い、台風時等の荒天時に漁船を陸上に避難させることにより安全性の向上を図る。市はその事業費の一部を負担する。

【内容】
　全体事業費　180,000千円
　・用地（約8,000㎡）

　平成25年度　用地買収、漁船保管施設用地設計、用地測量
　平成26年度　本工事
　平成27年度　附帯設備工事

　市は、受益者負担金を含め負担金を支払う。

【事業費の負担率】
　・負担率　国50％、県35％、市7.5％、漁協7.5%

県営漁港機能高度化事業 基本事業名 漁業生産基盤の充実
一般

法令根拠 地域自主戦略交付金交付要綱

新規事業 既存事業

事務事業名 県営漁港機能高度化事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　農林水産課 施策名 水産業の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

6



5

1

6 1 1 0 3 8 7 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

25年度事業　木柵工　L＝6,000mの負担金

37,000

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

37,000

41,000 事業費計 414,900
※「事業費の推移」は、市の歳出年度ベースで区分
＊【25年度欄は24年度歳出分の分担金（その他27,000）を除き、全体計画の「総事業費」の財源内訳「その他」欄は同額を含めて表示】

16,600 18,500 1,900 37,000

合　　計補正事業費
の内訳

（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 54,000 37,000 41,000 41,000

一般財源 27,200 1,900 2,100 2,100 2,100 一般財源 18,550

その他 18,500 20,500 20,500 20,500 その他 207,450

地方債 26,800 16,600 18,400 18,400 18,400 地方債 188,900

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成24 平成33

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　本地区のクリークは、法面の崩壊が進行しており、クリーク沿いの水田・道路等の損壊が発生するとともに、土砂の堆積に
よる排水機能低下から農地等に広域的な災害が発生する恐れがある。
　このため、本事業により、クリーク法面の保護整備を行い、これらの被害を未然に防止するとともに、農業生産の維持及び
安定を図り、併せて農地の保全を図るものである。

【内容】
（全体計画）
　事業名：県営クリーク防災機能保全対策事業　「小城地区」
　工期：平成２４年度～平成３３年度（１０年間）
　受益面積：Ａ＝２，９１７ｈａ
　主要工事：木柵工　Ｌ＝７２.７ｋｍ
（事業主体）
　佐賀県

　市は、受益者負担金を含め負担金を支払う。

【事業費の負担率】
　国55％、県35％、市5％、受益者5％

国県営土地改良対策事業
費

基本事業名 農業生産基盤の充実
一般

法令根拠 土地改良法第91条第6項

新規事業 既存事業

事務事業名 県営クリーク防災機能保全対策事業「小城地区」 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　農村整備課 施策名 農林業の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

＊ ＊ 

＊ 
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5

1

6 1 1 1 10 0 4 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

　暗渠排水整備　測量設計、工事
　整備面積　国庫補助対象　50ha　+　国庫補助対象外　5ha　を想定

90,283

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

75,000 7,500 7,783 90,283

0 事業費計 270,849

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料 工事請負費
負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 90,283 90,283 90,283

合　　計

50 48 2,650 87,350 185

一般財源 7,783 7,783 7,783 一般財源 23,349

その他 7,500 7,500 7,500 その他 22,500

地方債 地方債

国庫支出金 225,000

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金 75,000 75,000

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

75,000

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成25 平成27

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的・内容】
　生産効率を高める競争力のある農業を実現するためには、農地の汎用化等の基盤整備により、農業の構造改革を推進
することが不可欠であり、農業競争力の強化を図るため、農地・農業水利施設等の整備を地域の実情に応じて暗渠排水を
整備する。

【事業概要】
　暗渠排水整備
　　　区域　小城町　牛津町
　　　整備面積　A=165ha　(国庫補助対象面積　A=150ha）
　　　※分担金分の施工面積を上乗せして整備する。
　　　　 また、事業費が国庫補助金の定額補助金額に満たない場合は、施工面積を拡大する。
　　　実施期間　平成25年度～平成27年度

　　　国庫補助金　定額補助　10a当たり150,000円
　　　受益者負担金　暗渠排水管　100ｍ（概ね10a）当たり15,000円

農業基盤整備促進事業 基本事業名 農業生産基盤の充実
一般

法令根拠 農業基盤整備促進事業要綱・要領

新規事業 既存事業

事務事業名 農業基盤整備促進事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　農村整備課 施策名 農林業の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

8



5

3

7 1 4 1 0 0 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規事業 既存事業

事務事業名 小城市特産品等販路拡大事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　商工観光課 施策名
商工業の振興と新産業の
育成

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　当市の特産品等の製造や販売を行う業者は、個人事業主が中心で、個々で商品販路を拡大することは難しい状況にあ
る。そのため、佐賀県緊急雇用創出基金事業の起業支援型地域雇用創造事業を活用して、当市の特産品等の販路の拡
大を行う。

【内容】
　佐賀県内、福岡都市圏、関西地区、関東地区等での物産展や百貨店等主催の催事に参加し、販売活動を行う。

※起業支援型地域雇用創造事業は、起業後10年以内の法人への委託が必須要件

観光事務費 基本事業名
新しい時代やニーズに対
応した経営支援一般

法令根拠 佐賀県緊急雇用創出基金事業費補助金交付要綱

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 12,660 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 1 一般財源

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 0 12,661 0 0

合　　計

12,661 12,661

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

12,660 1 12,661

9



5

4

7 1 4 1 0 8 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 清水地区駐車場整備事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　商工観光課 施策名 観光の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成21 平成26

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　小京都「小城」の代表的な観光地である｢清水の滝」は、以前から観光バスの駐車場がなく、またイベント時の駐車場不足
が大きな課題であった。これを解消するために駐車場整備を行い、観光客の利便性の向上を図る。

【内容】
　平成21年度に実施した散策道整備や滝周辺整備に続き、清水地区入り口付近に「公の施設」として駐車場（普通車30
台、大型バス3台程度）を整備し、観光地として魅力アップすることで観光客の増加につなげる。

平成21年度　基本設計、補償額算定
平成24年度　実施設計、用地買収
平成25年度　用地買収、補償、造成・トイレ建築工事
平成26年度　駐車場舗装工事

観光施設整備事業 基本事業名 観光・交流資源の充実
一般

法令根拠

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 5,700 96,400 4,700 地方債 106,800

その他 その他

一般財源 395 5,251 300 一般財源 8,393

0 事業費計 115,193
※「事業費の推移」は、事業実施年度ベースで区分（繰越等の予算分は、事業実施年度に表示）
　【25年度欄は、24年度からの繰越分と25年度執行予定分】

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

公有財産
購入費

事　業　費 0 6,095 101,651 5,000 0

合　　計

577

　計画地内の土地（１筆：69㎡）について、送迎バスの駐車スペースとして個人で確保したいという地権者の意向で買収計
画から除外していた。その後、地権者が亡くなり、遺族と協議した結果購入し整備する計画に変更した。

577

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

500 77 577
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5

4

7 1 4 6 2 2 5

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 「マジェンバ」促進事業 政策名 総
合
計
画
体
系

交流と連携による質の高い
元気産業のまち

担当部課 産業部　商工観光課 施策名 観光の振興

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成２５

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　平成２３年度に誕生した“小城新発麺「マジェンバ」”の知名度と市内取扱店の売上等を向上させ、当市の観光資源として
磨きをかける。
　

【内容】
　知名度アップのため各種イベント等への出店、研修会等の実施やマジェンバ促進のため企画、運営を行う。

　

小城の観光と物産展開催
事業

基本事業名
農林水産業と連携した観
光・交流機能の拡充一般

法令根拠

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 1,355 1,355 1,355 1,355 一般財源

1,355 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 0 1,355 1,355 1,355

合　　計

1,355

　・マジェンバの知名度アップのために、県内外でのイベントへ出店を行う。
　・全国Ｂ－１グランプリ出場をめざすために、１１月開催の同イベントの視察研修を行う。
　・夏休み期間を利用して、マジェンバのスタンプラリーを行う。

1,355

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

1,355 1,355

11



1

4

8 2 3 1 4 3 3

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 市道江利・大寺線改良事業 政策名 総
合
計
画
体
系

県央に光る交流拠点のま
ち

担当部課 建設部　建設課 施策名 道路・交通網の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成22 平成27

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市道江利・大寺線は、通学路に指定され多くの児童が利用しているが、現在歩道が無く通学児童の安全性が懸念されて
いる。また、新庁舎移転に伴い交通量が増加しているため通行量に応じた道路拡幅が必要となっている。これらのことから、
本線の歩道設置や車道拡幅等の整備により、安全性と良好な車両通行の確保を図るものである。

【内容】
　市道江利・大寺線　道路拡幅（歩道、横断暗渠整備）
　　改良工事　L=360ｍ整備予定
　　道路現況　W＝3.5ｍ（歩道なし）　⇒　計画幅員　W＝7.0ｍ（車道W＝5.0ｍ　歩道W＝2.0ｍ）

道路新設改良事業 基本事業名 市道の整備
一般

法令根拠 道路法・道路構造令

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 65,600 70,100 50,000 地方債 193,000

その他 その他

一般財源 2,047 3,483 3,703 2,639 一般財源 12,258

0 事業費計 205,258

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費
公有財産
購入費

補償、補填
及び賠償金

事　業　費 0 2,047 69,083 73,803 52,639

合　　計

3,150 64,633 800 500

・測量設計委託(測量・設計・積算業務）　一式
・家屋調査　N=7件
・改良工事　L＝80ｍ(暗渠工事含む）
・用地取得　A=50㎡
・水道移設補償　n=1箇所

69,083

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

65,600 3,483 69,083

12



2

7

8 2 3 5 5 2 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

21,000

その他 一般財源

工事請負費

合　　計

21,000

ガードレール設置（年次計画分）
・西川・大戸ヶ里線　L=1,000ｍ
・練ヶ里幹線　L=1,000ｍ

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

地方債

合　　計

21,000

30,000 事業費計 0

21,000

11,999 11,604 29,700 30,000 30,000

県支出金

その他

30,000 30,000 30,000 一般財源

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

総　事　業　費
（単位：千円）（計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

28年度26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

(実績) (見込み) （計画)

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　道路整備事業等と連動し、安全な道路環境づくりを進めるほか、カーブミラー・ガードレール等の交通安全環境の充実を
図り、市民の安心・安全な生活環境づくりを行う。

【内容】
　市道等の市が管理する道路にカーブミラー、ガードレール等を整備し、交通事故防止や大事故を軽減する。設置箇所
は、利用者や区長からの要望、事故発生状況、通行量等を考慮して決定し、発注する。
　特に危険度の高い路線については、平成25年度から年次計画で整備する。

（工事の概要）
・ガードレール､ｶｰﾌﾞﾐﾗｰの設置
　　ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ設置　　年間450m程度
　　ｶｰﾌﾞﾐﾗｰの設置　年間30箇所程度

（年次計画分）
・ガードレール等2,000ｍ程度設置

地方債

事務事業名 交通安全施設整備事業 政策名 総
合
計
画
体
系

事　業　費

一般財源 11,999 11,604 29,700

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度

法令根拠 道路法

事業期間
平成17

予算科目
会計 款

新規事業

自然と共生する快適で安
全・安心なまち

担当部課

既存事業

建設部　建設課 施策名
交通安全・防犯体制の充
実

項 目 事業
交通安全施設整備事業 基本事業名 交通安全の環境整備

一般

13



1

3

8 6 1 9 7 4 3

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

合　　計

540

合　　計

地方債 一般財源

県補助金の平成24年度執行残再配分に伴う補正
・県補助金の配分（補正前20,200千円）に2件を想定して（400千円）追加
・配分増に対応する市の上乗せ助成分（2件を想定して140千円）を追加
・事務費についても想定の申請件数に応じて増額

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金

546

事　業　費 52,866 150,773 29,716 0

546146

その他

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

役務費
負担金、補助
及び交付金

6

400

一般財源 56,080

0 事業費計 233,355

6 6 その他

0

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

40,093 115,354 21,809 県支出金 177,256

地方債

19

28年度27年度 総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度

一般財源 12,766 35,413 7,901

その他 7

事業期間
平成23 平成25

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市内における住宅のリフォーム工事の促進による住宅の質の向上及び地域経済の活性化を図ることを目的とする。

【内容】
　市内で自ら居住し、かつ、所有する建築物(50㎡未満の住宅及び居住の用に供する部分の床面積が延べ床面積の1/2以
下の併用住宅を除く。)の全部又は一部修繕、補修、補強、模様替え、更新(取替え)工事(いわゆるリフォーム工事)を対象と
する。
　また、リフォーム工事に要する費用が50万円(税込)以上で、県内業者と請負契約を締結するものであることを条件とする。
　補助金の額(千円未満切捨)
　　基本助成・・・対象となるリフォーム工事に係る費用に15％を乗じた額(最高20万円)
　　加算助成・・・耐震改修加算、エコ加算等、県の交付要綱に掲げる対象工事項目ごとに定める助成額の合計額
　　　　　　　　　　　(最高20万円）
　　ただし、市内業者と工事請負契約を締結する場合は、基本助成の対象となるリフォーム工事に係る費用に10％
　(最高10万円)を上乗せする。

事業 住宅リフォーム緊急助成
事業

基本事業名
住まいに関する情報提供
の推進一般

法令根拠 佐賀県（小城市）住宅リフォーム緊急助成事業補助金交付要綱

担当部課

既存事業

建設部　建設課 施策名 住宅環境の充実

予算科目
会計 款 項 目

事務事業名 住宅リフォーム緊急助成事業 政策名 総
合
計
画
体
系

新規事業

県央に光る交流拠点のま
ち

14



2

6

1 1 1 2 4 1 4 4

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

排水機場 事　業　内　容

上坪排水機場 №2主ポンプ、№2減速機、№2エンジン等整備

満神排水機場 №3、№4　エンジンオーバーホール、操作盤2面更新

前満江排水機場 №2 エンジンオーバーホール

川越排水機場 操作盤6面更新、減圧水槽据付

三王崎排水機場 ポンプオーバーホール3台　空気圧縮機更新2台ほか

戸崎排水機場 ポンプオーバーホール2台　操作盤更新2台

34,716
6,830

52,130
29,935
59,869

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

273,376 273,376

事業費

89,896

273,376

40,940 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費

事　業　費 158,092 380,667 303,559 191,438 284,095

合　　計

21,187 252,189

一般財源 一般財源

その他 158,092 380,667 303,559 191,438 284,095 40,940 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成16

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　小城市鉱害ポンプを大雨時に適切な操作を行い、通常時適切に維持管理を行うことで、浸水被害の防止を図る。

【内容】
　小城市鉱害ポンプ排水機場7箇所の運転操作、点検、維持管理を行う。また、老朽化した施設、機器の故障、修繕が多く
なり、計画的な整備・修繕・改修を行う。

　　　　　　　　　　　　　　ポンプ数　　　排水能力
①上坪排水機場　　　　　３台　　　　　　5ｔ/秒
②満神排水機場　　　　　４台　　　　　7.5ｔ/秒
③前満江排水機場　　　 ３台　　　　　　7ｔ/秒
④友田排水機場　　　　　2台　　　　　　3ｔ/秒
⑤川越排水機場　　　　　２台　　　　　　4ｔ/秒
⑥三王崎排水機場　　　 ３台　　　　　7.7ｔ/秒
⑦戸崎排水機場　　　　　2台　　　　　　2ｔ/秒

上坪鉱害ポンプ排水施設
維持管理費ほか

基本事業名 治山・治水対策の推進
一般

法令根拠 臨時石炭鉱害復旧法、小城市鉱害復旧施設維持管理基金条例

新規事業 既存事業

事務事業名 鉱害ポンプ施設維持管理事業 政策名 総
合
計
画
体
系

自然と共生する快適で安
全・安心なまち

担当部課 建設部　建設課 施策名 消防・防災体制の充実

予算科目
会計 款 項 目 事業

15



1

2

8 5 1 1 5 0 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規事業 既存事業

事務事業名 市街地整備推進調査事業 政策名 総
合
計
画
体
系

県央に光る交流拠点のま
ち

担当部課 建設部　都市整備推進室 施策名 市街地の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　平成25年5月に策定した小城市土地利用方針の中で位置付けた中心性の高い市街地、開発・定住を推進する箇所の整
備優先の検討を行う。その中から優先度の高い箇所を選定し、詳細の調査を実施し、実施事業や土地利用規制等につい
て具体的に調査・検討を行い、優先箇所の構想図を作成する。

【内容】
　・開発候補地の優先順位の検討　・優先候補箇所の現況整理・調査　・機能・規模の検討
　・実施事業、土地利用規制の検討　・エリア別の構想図の作成

まちづくり事務費 基本事業名 市街地の計画的整備
一般

法令根拠 都市計画法

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 6,867 一般財源

0 事業費計 0

予算事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 0 6,867 0 0

合　　計

6,867 6,867

予算事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

6,867 6,867
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1

2

7 1 5 8 5 1 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

事務事業名 ＪＲ小城駅周辺環境整備事業 政策名 総
合
計
画
体
系

県央に光る交流拠点のまち

担当部課 建設部　中心市街地活性化推進室 施策名 市街地の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業

中心市街地活性化事業 基本事業名 市街地の計画的整備
一般

(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

新規事業 既存事業

国庫支出金

地方債 20,600 55,100 75,300

法令根拠
中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法律、都市再生特別
措置法

事業期間
平成23 平成26

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　中心市街地の玄関口であるJR小城駅の利便性の向上と安全で快適な歩行者空間等の確保等を図ると共に、築100年の
趣のある駅舎を活かした再整備を行う。

【内容】
　　Ｈ23年度　整備計画作成
　　H24年度　基本・実施設計、整備事業用地購入
　　H25年度　駅前広場１工区工事　　駅舎・公衆トイレ実施設計
　　Ｈ26年度　駅前広場2工区工事　　駅舎・公衆トイレ工事

（整備の概要）
・小城駅前広場の整備（舗装）
・小城駅前広場ロータリーの拡張
・小城駅駐車場増設（13台）
・小城駅駐輪場増設（約520台）
・小城駅舎修景
・公衆トイレ新設

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）

その他

地方債

130,066

県支出金 県支出金

国庫支出金 1,067 13,299 47,500 68,200
財
源
内
訳

一般財源 25,022

事　業　費 2,373 35,054 108,421 160,240 0 0 事業費計 306,088

財
源
内
訳

一般財源 1,306 1,155 5,821 16,740

151,000

その他

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費 合　　計

5,754 102,667 108,421

・小城駅前広場整備工事
・小城駅舎修景実施設計
・小城駅前広場公衆トイレ実施設計

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

47,500 55,100 5,821 108,421
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1

2

7 1 5 8 5 1 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

・整備工事（駐車場、水路、エントランス等）
・既存茶屋解体工事
・用地測量委託業務
・電柱移転補償　等

137,892

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

49,797 76,600 11,495 137,892

0 事業費計 288,249

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費
補償、補填
及び賠償金

事　業　費 2,635 8,131 137,892 139,591 0

合　　計

2,400 128,169 7,323

一般財源 1,450 1,772 11,495 3,876 一般財源 18,593

その他 その他

地方債 3,500 76,600 72,900 地方債 153,000

国庫支出金 116,656

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金 1,185 2,859 49,797 62,815

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) （見込み） （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成23 平成26

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　公園内の施設の充実とバリアフリー化を図るとともに、エントランスの修景整備を行う。歴史文化拠点として景観に配慮した
高質な緑地空間形成を図り、市民はもとより、観光客等の癒しと交流の場づくりを推進する。高質化により、まちなか観光拠
点としてのポテンシャルを活かし、観光客等の誘致を図る。

【内容】
　平成23年度　　　　測量、基本設計
　平成24年度　　　　実施設計
　平成25・26年度 　整備工事

（整備の概要）
・駐車場整備（新設・既存）　約1,950㎡
・公園道路整備　約880㎡
・水路の再生　L=約250ｍ
・水路沿いの歩道（敷石舗装）　約300㎡
・エントランス整備（敷石舗装等）　約700㎡　など

中心市街地活性化事業 基本事業名 市街地の計画的整備
一般

法令根拠
中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法律、都市再生特別
措置法

新規事業 既存事業

事務事業名 小城公園高質化推進事業 政策名 総
合
計
画
体
系

県央に光る交流拠点のまち

担当部課 建設部　中心市街地活性化推進室 施策名 市街地の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業
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2

4

1 3 2 9 9 1 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 市営浄化槽事業 政策名 総
合
計
画
体
系

自然と共生する快適で安
全・安心なまち

担当部課 建設部　下水道課 施策名 下水道の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成25

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　生活排水の適正な処理の促進を図り、市民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上並びに公共用水域の水質の保全を
図る。

【内容】
　公共下水道計画区域及び農業集落排水処理区域を除く区域において、市が事業実施主体となって合併浄化槽の設置
を行う。

整備戸数約1,000戸の見込み。
浄化槽設計・積算、工事、施工管理

市営浄化槽事業費 基本事業名
地域条件に応じた下水道
整備の推進下水

法令根拠 浄化槽法、小城市市営浄化槽条例、小城市市営浄化槽事業受益者分担金徴収条例

財
源
内
訳

国庫支出金 17,935 17,935

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

17,935

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

17,935
財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 23,400 23,400 23,400 23,400 地方債

その他 9,000 9,000 9,000 9,000 その他

一般財源 15,671 15,671 15,671 15,671 一般財源

66,006 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

報償費 需用費 役務費 委託料 工事請負費

事　業　費 0 0 66,006 66,006 66,006

合　　計

1,650 361 20 10,175 53,800

　
　50基を想定
　　・ 5人槽（20基）、7人槽（28基）、10人槽（2基）を想定

66,006

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

17,935 23,400 9,000 15,671 66,006
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2

4

1 3 3 9 9 2 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 市営浄化槽施設維持管理事業 政策名 総
合
計
画
体
系

自然と共生する快適で安
全・安心なまち

担当部課 建設部　下水道課 施策名 下水道の整備

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成25

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　生活排水の適正な処理の促進を図り、市民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上並びに公共用水域の水質の保全を
図る。

【内容】
　市営浄化槽事業において設置した合併浄化槽及び既に設置されている合併浄化槽の維持管理を行う。

市営浄化槽施設管理費 基本事業名
施設の適正な維持管理と
加入促進下水

法令根拠 浄化槽法、小城市市営浄化槽条例、小城市市営浄化槽事業受益者分担金徴収条例

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 6,366 15,307 17,991 20,671 その他

一般財源 8,238 8,693 10,209 11,729 一般財源

32,400 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

需用費 役務費 委託料
負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 14,604 24,000 28,200

合　　計

558 1,561 10,642 1,843

　市営浄化槽の維持管理費（300基分を想定）

14,604

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

6,366 8,238 14,604
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4

1

1 0 1 3 7 4 2 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

　桜岡小学校体育館南・牛津小学校プール南に建設
≪施設概要≫
　プレハブ構造1階建て　床面積158.58㎡/棟
　2部屋とそれぞれにトイレ、シャワー室、洗面、給湯、空調設備を備える

63,714

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

39,720 23,994 63,714

0 事業費計 95,070

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料 工事請負費 備品購入費

事　業　費 0 0 63,714 31,356 0

合　　計

1,540 59,095 3,079

一般財源 11,874 一般財源 11,874

その他 23,994 その他 23,994

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 39,720 19,482 県支出金 59,202財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成25 平成26

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市内の8小学校内の余裕教室または専用施設で9クラブを開設し、放課後児童健全育成事業を実施してきたが、小学校
によっては余裕教室がない状況となり、定数を見直すことができず、待機児童が発生している。このため、定数の見直しを
行うためにも学校敷地内に新たに専用施設を建設し、待機児童の解消及び増加する入級希望者への対応を図るものであ
る。

【内容】
　桜岡小学校、牛津小学校、三日月小学校の敷地内にそれぞれ１棟を建設する。
　事業費は、放課後児童クラブ整備費補助金（国・県合わせて2/3）の適用を受ける施設として佐賀県放課後児童クラブ整
備費補助金要綱に適合する基準で建設する。

平成25年度　設計、建設（2棟4クラブ）　平成26年4月　供用開始予定
平成26年度　設計、建設（1棟）　　　　　 平成27年4月　供用開始予定

放課後児童健全育成事業 基本事業名
地域における子育て支援
の充実一般

法令根拠
児童福祉法、佐賀県放課後児童クラブ整備費補助金交付要綱、小城市放課後児童健全育成事業実施要
綱

新規事業 既存事業

事務事業名 放課後児童クラブ建設事業 政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と
文化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　学校教育課 施策名 子育て支援の充実

予算科目
会計 款 項 目 事業
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4

1

3 2 1 4 7 6 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

　子どもの医療費助成対象を拡大【（小・中学生）の薬局（調剤）を追加】

　　　　　　　　　　　　　　　　　【現行】　　　　　　　　　【平成25年10月診療分から】
　　小学校就学前　　　入院・通院・調剤　　　→　　　入院・通院・調剤
　　小・中学生　　　　　入院　　　　　　　　　　　→　　　入院・調剤

9,876

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

9,876 9,876

135,000 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

扶助費

事　業　費 90,239 96,452 115,115 135,000 135,000

合　　計

9,876

一般財源 55,242 54,302 64,960 84,100 84,100 84,100 一般財源

その他 2,033 577 400 900 900 900 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 32,964 41,573 49,755 50,000 50,000 50,000 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成12

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
  子どもの医療に要する医療費について助成することにより、その疾病の早期発見と治療を促進する。

【内容】
①０歳～小学校就学前の子どもの場合（定額一部払方式）
　利用方法：受診時、『子どもの医療費受給資格証』を医療機関に提示
　自己負担：入院の場合は、医療機関ごとに１ヶ月1,000円
　　　　　　　　入院外の場合は、医療機関ごとに１ヶ月500円(2回まで）
　　　　　　　　薬局については、自己負担額なし
　・県外医療機関等を受診した場合、一部負担金（２割）を支払い「子どもの医療費助成交付申請書」で市に申請
　　後日、定額一部払方式の自己負担金と同額を差引いて助成（支払還付方式）
②小・中学生の場合（支払還付方式）
　・入院した場合、一部負担金（３割）を支払い、高額医療費の手続き終了後「子どもの医療費助成交付申請書」
　　で市に申請
　　後日、医療機関ごとに１ヶ月1,000円の自己負担を差し引いて助成
　・平成25年10月診療分～　薬局について、自己負担額なし

①の財源は、県補助1/2

乳幼児・子どもの医療費助
成事業

基本事業名
子どもと母親の健康の確
保・増進一般

法令根拠
佐賀県子どもの医療費助成事業補助金交付要綱
小城市子どもの医療費の助成に関する条例

新規事業 既存事業

事務事業名 子どもの医療費助成事業 政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と
文化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　こども課 施策名 子育て支援の充実

予算科目
会計 款 項 目 事業
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4

1

3 2 1 10 0 1 1

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

・子育てに関する調査審議機関として、小城市子ども・子育て会議を設置する。
・子ども・子育て支援事業計画策定のため、地域の保育ニーズ調査を行う。

2,182

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

2,182 2,182

0 事業費計 4,295

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

報酬 委託料

事　業　費 0 0 2,182 1,883 230

合　　計

230 1,952

一般財源 2,182 1,883 230 一般財源 4,295

その他 その他

地方債 地方債

国庫支出金

県支出金 県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

事業期間
平成25 平成27

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　安心して子どもを生み、育てることのできる社会を実現するため、社会全体で子ども・子育てを支援する、新しい支え合い
の仕組み、制度を構築する。また、小学校就学前の子どもと小学校児童に対し子育て支援の総合的な事業提供を推進し、
地域の子ども・子育て支援の充実を目指す。

【内容】
　・　「小城市子ども・子育て支援事業計画」策定
　　→子育て世代の子育てニーズを調査し、計画を策定する。
　・計画策定に当たり、子育て当事者等の関係当事者が参画・関与できる仕組みの構築
　　→子ども・子育て会議を設置する。

平成25年度　審議会開催、ニーズ調査
平成26年度　審議会開催、計画策定
平成27年度　審議会開催

子ども・子育て支援事業計
画策定事業

基本事業名
地域における子育て支援
の充実一般

法令根拠 子ども・子育て支援法

新規事業 既存事業

事務事業名 子ども・子育て支援事業計画策定事業 政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と
文化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　こども課 施策名 子育て支援の充実

予算科目
会計 款 項 目 事業
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4

3

1 0 5 2 2 1 7 2

 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規事業 既存事業

事務事業名 牛津公民館改修計画策定事業 政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と
文化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　生涯学習課 施策名 生涯学習の充実

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　現牛津公民館の機能を旧議会棟に戻す際に、地域の特性を活かし安全で快適な施設に改修する。また、旧牛津庁舎解
体後の現牛津公民館、旧議会棟、牛津体育センターや駐車場を含めた全体的な活用に向け、改修計画を策定する。

【内容】
　現地と周辺環境を調査するとともに、旧議会棟の改修箇所やその規模を明らかにする基本計画を策定する。

牛津公民館費 基本事業名
生涯学習関連施設の整備
充実・機能強化一般

法令根拠

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 3,710 一般財源

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 0 3,710 0 0

合　　計

3,710 3,710

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

3,710 3,710
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 単年度のみ 単年度繰返 期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】　

新規事業 既存事業

事務事業名 22世紀に残す佐賀県遺産支援事業 政策名 総
合
計
画
体
系

子どもの笑顔が輝き歴史と
文化を誇れるまち

担当部課 教育委員会　文化課 施策名
芸術・文化の振興と文化財
の保存・活用

予算科目
会計 款 項 目 事業

事業期間
平成17

事務事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　市内に所在する「22世紀に残す佐賀県遺産」のうち緊急な修理、補修等が必要なものについて所有者へ修理費等の一
部を補助し「22世紀に残す佐賀県遺産」の保存・活用を図る。

【内容】
　佐賀県遺産の所有者が自治体以外の場合の補助率は、県4/10、市4/10、所有者2/10で補助額の上限1,000万円。補助
の対象になる修理内容は、外観の修理や建物の維持に必要なものに限り、１件の佐賀県遺産に対して一度きりの補助事業
である。

　■　小城市内の佐賀県遺産（建造物）
　　　　　　天山酒造、　村岡総本舗小城本店・羊羹資料館、　深川家住宅、　小柳酒造、
　　　　　　日本福音ルーテル小城教会、　牛津町会館、　牛津赤れんが館
　　○修理済みの佐賀県遺産・修理内容
　　　　  17・18年度　 深川家住宅　　　 　               大屋根修理
　　　　　19年度 　　　小柳酒造　　　　　                  煙突修理
　　　　　20年度　　　 日本福音ルーテル小城教会　　外壁・屋根修理
　　　　　24年度　　　 村岡総本舗小城本店　　　　　　屋根瓦葺き替え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 羊羹資料館　　　　 外壁・雨漏り修理

文化財保護事業 基本事業名 文化財の保存・活用
一般

法令根拠 22世紀に残す佐賀県遺産制度要綱

財
源
内
訳

国庫支出金

28年度
（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(実績) (見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

事業費の推移
（単位：千円）

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 4,558 2,335 県支出金

地方債 地方債

その他 その他

一般財源 4,558 2,335 一般財源

0 事業費計 0

補正事業費
の内訳

（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 9,116 4,670 0 0

合　　計

4,670

天山酒蔵の大正蔵・明治蔵の屋根・外壁修理工事への補助
　総事業費　5,838千円（うち所有者負担1,168千円）

4,670

補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計

2,335 2,335 4,670
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